
8

おはようございます！
～明るく安心な地域づくりをめざして～

あいさつ＋１（プラスわん）運動

Oji Town
Public Relations

王寺町広報

人とまちがきらめく和のふるさとづくり

August 2015 No.652

写
真
は
、７
月
１０
日（
金
）、王
寺
小
学
校
で
行
わ
れ
た「
あ
い
さ
つ
＋
１（
プ
ラ
ス
わ
ん
）運
動
」の
様
子　
　
　
　

（
詳
し
く
は
、２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
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気
持
ち
の
良
い
「
あ
い
さ
つ
」
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
毎

日
を
す
が
す
が
し
く
過
ご
す
た
め
に

と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
＋
１
（
プ
ラ
ス
わ
ん
）

運
動
」
は
、
い
つ
も
の
「
あ
い
さ
つ
」

の
後
に
も
う
ひ
と
こ
と
添
え
て
、
更

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
く
取
組
み
で
す
。

　

王
寺
町
の
行
政
や
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
、
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
王
寺
町
地
域
ぐ
る
み

児
童
生
徒
健
全
育
成
推
進
協
議
会

で
は
、
誰
に
で
も
気
軽
に
声
を
か
け

合
え
る
、
顔
の
見
え
る
地
域
社
会
を

創
る
た
め
、
そ
し
て
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

に
、家
庭
、地
域
、学
校
が
連
携
し
て
、

こ
の
「
あ
い
さ
つ
＋
１
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

７
月
１０
日
（
金
）、
運
動
の
は
じ
ま

り
と
し
て
町
内
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
校
門
や
通
学
路
で
、「
あ
い
さ

つ
＋
１
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
園
・
学
校
に
は
、「
あ
い
さ
つ

で
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
！
」

の
標
語
入
り
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、

先
生
や
上
級
生
た
ち
、
そ
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
交
通
安
全
母
の
会
、
地
域

の
方
た
ち
の
『
お
は
よ
う
。
元
気

で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』
な
ど
プ

ラ
ス
ワ
ン
の
声
か
け
に
、
登
園
登

校
し
て
く
る
児
童
ら
も
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
＋
１
運
動
は
、
町
内

全
域
で
進
め
て
い
く
運
動
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
気
持

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
で
、「
明
る
く

安
心
な
地
域
づ
く
り
」
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▲「あいさつ+1運動」の目印となるカード。
　「あいさつ+1運動」に協力していただいている方に、このカードを配っています。

ひ
と
こ
と
添
え
る
思
い
や
り

（
プ
ラ
ス
わ
ん
）

あ
い
さ
つ
＋１
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王寺町の課題

などなど・・・

子どもの運動
習慣の二極化

地域のつながり
の希薄化

各年代の生活
習慣病の増加

要介護者
の増加

「地域の力」
元気な高齢者の協力

「学校の力」
体育指導、あいさつ指導など

み
ん
な
で『
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
』に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る
王
寺
町

連携・協力

全ての年代の人々に
期待される効果

2015年　→　→　→　2020年　→　→　→

東京オリンピック
パラリンピック

音楽のある
まちづくり

「人」と「人」をつなぐ音楽あふれるまちへ

　

６
月
１４
日
（
日
）、
大
和
高
田
市
の
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
第
５３
回
奈
良
県
合
唱
祭
に
、
王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
フ
ェ
ア

リ
ー
ベ
ル
が
出
場
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
中
学
・
高
校
・
大
学
・
一
般

の
部
に
３７
団
体
が
出
場
す
る
中
、
優
秀
賞
に
あ
た
る
「
合
唱
祭
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し

た
（
全
１２
団
体

受
賞
）。

　

迫
力
あ
る
歌

声
を
響
か
せ
る

大
人
数
の
団
体

の
参
加
が
多
い

中
、
わ
ず
か
１４

人
と
い
う
少
人

数
な
が
ら
見
事

な
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
会
場
を
魅
了

し
、
子
ど
も
た

ち
の
か
わ
い
い

歌
声
に
た
く
さ

ん
の
あ
た
た
か

い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

～朝のラジオ体操を通して体力の向上と生活習慣の改善を～

フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
が

　「
合
唱
祭
賞
」に
！

第
５３
回
奈
良
県
合
唱
祭

　各子ども会では、次のとおり夏のラジオ体操を行います。どなたでも参加できますので、ご家族・ご近所
お誘いあわせの上、ぜひ参加してください。一緒に朝のラジオ体操で健康づくりをしましょう。

◎ 実施期間＝７月１８日（土）～８月３１日（月）　　◎ 実施時間＝午前６時３０分～６時４０分
（各子ども会で実施期間・実施時間・実施場所が多少異なる場合があります。※詳しくは、各子ども会の役員さんに
お問い合わせください。） 

朝のあいさつから、すがすがしい一日をスタート！

１．
ラジオ体操の場
の拡大

地域や
自治会

各年代の
体力向上
体力維持

地域の交流
（ふれあい・
 支えあい）

生活習慣の改善

介護予防

町 教 委

家　庭

学　校

児童
文化協会

その他
の団体

2．
ラジオ体操への
参加促進

3．
あいさつ+１運動

〈子どもたち〉
規範意識の向上
体力の向上

〈働き盛り世代〉
生活習慣病予防

〈高齢者〉
健康な老後
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大
好
評
だ
っ
た
昨
年
に
引
き

続
き
、今
年
も「
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ

ス
ト
な
ら
２
０
１
５ 

ｉ
ｎ 

王

寺
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
」

は
今
年
で
４
回
目
の
、「
音
楽
で

奈
良
を
元
気
に
」の
思
い
で
奈

良
県
が
主
催
す
る
音
楽
祭
で
、

王
寺
町
は
市
町
村
連
携
で
、昨

年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
期
間
も
場
所
も
増
え
、

延
べ
３
日
間（
6
月
13
日
、20
日
、

28
日
）に
わ
た
り
３
会
場
５
公

演
が
行
わ
れ
、様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
同
時
開
催

さ
れ
た「
O
J
I
雪
丸
フ
ェ

ス
」で
は
、雪
丸
グ
ッ
ズ
の

販
売
や
地
元
の
飲
食
や
製

造
産
品
の
販
売
も
あ
り
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

▲華やかで軽やかな音色で賑わせた金管５重奏コンサート（6/13　駅前）

▲大人のムードたっぷりに聴かせたジャズバンドコンサート（6/13　駅前）

▲美しい音色で観客を魅了。オカリナとフルートのコンサート（6/20　達磨寺）

▲太鼓の響きで熱気に包まれた和太鼓コンサート（6/28　文化福祉センター）

▲力強さと繊細さが融合。箏と尺八のコンサート（6/13　達磨寺)

▲主役の雪丸ももちろん登場（6/13　OJI雪丸フェス） ▲賑わいを見せる会場（6/13　OJI雪丸フェス）

「ムジークフェストなら2015 in 王寺」
「OJI雪丸フェス」 同時開催！
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６
月
２７
日
（
土
）、
出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出

イ
ベ
ン
ト
『
り
ー
べ
る
ア
ラ
カ
ル
ト
〜
本
日
の
一
品

〜
王
寺
町
文
化
協
会
詩
吟
部
・
吟
剣
詩
舞
』
が
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
友
達
づ
く
り
」「
素

晴
ら
し
い
趣
味
は
生
涯
の
友
」
を
合
言
葉
と
す
る
王

寺
町
文
化
協
会
詩
吟
部
の
み
な
さ
ん
を
中
心
と
し

た
〝
吟
剣
詩
舞
〞
の
２５
名
に
よ
る
詩
吟
と
剣
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
詩
吟
の
代
表
曲
で
も
あ
る
「
川
中

島
」
や
、
迫
力
の
あ
る
剣
舞
「
日
本
刀
」、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
全
員
で
「
富
士
山
」
な
ど
、
全
１７
曲
を
吟
じ
ら

れ
ま
し
た
。「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
の
替
え
歌
を
、〝
年

を
と
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
〞
と
老
い
を
前
向
き
に
捉

え
る
姿
勢
を
歌
っ
た
歌
詞
に
合
わ
せ
、
観
客
も
一
体

と
な
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。

　

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
詩
吟
に
童
謡
や
演
歌
を

混
ぜ
な
が
ら
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
さ

れ
、
６０
〜
７０
名
の
観
客
の
も
と
、
活
気
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
21
日
（
日
）、王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー

ル
で
、
歴
史
リ
レ
ー
講
座
「
大
和
の
古
都
は
じ
め
」
第
９
回
を
開
催

し
、
県
内
外
か
ら
３
３
９
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
奈
良
大
学
学
長
の
千
田
嘉
博
氏
で
、「
松
永
久
秀
と
大

和
の
城
」
と
題
し
、一
見
す
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
戦
国
時
代
の

お
城
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

松
永
久
秀
の
築
城
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
や
信
貴
山
城
跡
の
遺
跡
と

し
て
の
価
値
の
高
さ
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、
聴
講
さ
れ
た
方
々

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の

案
内
に
よ
り
５５
名
の
方
が
放
光
寺
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」第9回を開催！歴史リレー
講座

第11回　８月１６日（日）13：30～15：00
　　　　 上野　誠氏（奈良大学教授）
　　　　　 「万葉集の聖徳太子」
第12回　9月20日（日）13：30～15：00 
　　　　 日野　周圭氏（奈良県王寺町　片岡山達磨寺住職）
 　　　　廣瀬　正史氏（群馬県高崎市　少林山達磨寺住職）
　　　　　 「町制施行90周年記念シンポジウム『達磨とだるま』」

第13回　10月18日（日）
大野　玄妙氏（法隆寺管長）
「聖徳太子の心 －和の文化と大乗精神 －」

第16回　1月17日（日）
岡本　彰夫氏（帝塚山大学特別客員教授）
「大和観光の魅力」

第14回　11月15日（日）
多川　俊映氏（興福寺貫首）
「神仏習合の大和」

第17回　2月21日（日）
西山　　厚氏（帝塚山大学教授）
「仏教の伝来と聖徳太子」

第15回　12月20日（日）
菅谷　文則氏（奈良県立橿原考古学研究所長）
「天智天皇の高安城と王寺」

第18回　3月20日（日）
千田　　稔氏（奈良県立図書情報館長）
「大和の古道」

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668

お買い物券プレゼント！
受付時に、りーべる王寺東館専門店でリレー講座当日に限りご利用いただけるお買物券
（200円分）をプレゼントします。

※申込み方法等、詳細は、後日にお知らせします。

こ　　と

「大和の古都はじめ」平成27年度上半期のラインナップ

定員　各回２７０名　受講料　各回５００円
場所　地域交流センター　リーベルホール
 ● 開講日（当日）１１時から受講料と引き換えに入場券を配布します。
 ● 定員の270名を超えた場合は、人数に限りがありますが中継会場での受講とな
　りますので、あらかじめご了承ください（受講料500円）。
 ● 講座終了後、自由参加により町内の社寺などへの散策を予定しています。
同日、１１時３０分より約３０分間、王寺町教育委員会 岡島学芸員による歴史ミニ講座も開催しています！（申込み不要・無料）

“王寺町文化協会詩吟部・吟剣詩舞”
詩吟を詩って毎日元気！！

申込み方法　事前申込み不要・当日先着順

下半期のラインナップ
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す
た

な　

   

も　
　
で

　

６
月
１２
日
（
金
）
に
西

大
和
学
園
の
生
徒
約
３０
名

が
王
寺
駅
南
側
ロ
ー
タ

リ
ー
で
、
６
月
１５
日
（
月
）

に
は
王
寺
南
中
学
校
の
生

徒
約
１０
名
が
畠
田
駅
前
で

通
学
路
で
も
あ
る
駅
前
の

景
観
を
良
く
す
る
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
じ
さ
ん
に
植
樹
方
法

を
教
わ
り
な
が
ら
、
ポ
ー

チ
ュ
ラ
カ
の
植
栽
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
地

域
に
貢
献
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

『
な
も
で
踊
り
』
と
は

　

日
本
全
国
津
々
浦
々
、
雨
乞
い

の
踊
り
と
し
て
そ
の
地
域
、
そ
の

地
域
で
踊
り
続
け
ら
れ
て
き
た
日

本
の
伝
統
芸
能
で
す
。

　

干
ば
つ
に
遭
う
と
『
雨
を
降
ら

せ
て
下
さ
い
』
と
お
願
い
し
、
雨

が
降
る
と
『
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
』
と
感
謝
の
心
で
舞
い
踊
っ
た

こ
の
『
な
も
で
踊
り
』。
王
寺
町
で

も
４
０
０
年
程
前
か
ら
畠
田
地
域

の
火
幡
神
社
、
白
山
姫
神
社
を
中

心
に
踊
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
か
ら
１
０
０
年

程
前
、
大
正
の
初
め
に
廃
れ
、
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１０
年
程
前
、
県
・
町

の
教
育
委
員
会
、
神
社
に
保
存
さ

れ
て
い
た
古
文
書
や
絵
馬
・
資
料

を
参
考
に
し
、
王
寺
町
の
『
な
も

で
踊
り
』
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
幡
神
社
の
１
２
０
０
年
祭
、

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
、
馬
見

丘
陵
公
園
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

に
お
い
て
も
「
な
も
で
踊
り
」
が

披
露
さ
れ
、
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

も
楽
し
ん
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
『
な
も
で
踊
り
』
を
今
後
も

王
寺
町
の
伝
統
文
化
と
し
て
、
踊

り
、
語
り
継
が
れ
て
い
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

中
高
生
元
気
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
寺
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
・
畠
田
駅
前
植
栽
）

花咲き誇る王寺町へ！

王
寺
町
伝
統
芸
能

「
南
無
手
踊
り
」の
お
稽
古
を

　
　
　
　

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か

【なもで踊り・王寺達磨さん】
お稽古に参加しませんか？

第２・第４　土曜日　
１３時～１５時

開催日時

王寺町文化福祉センター　
２階実習室（和室）

場　所

☎090－3489－1830　
藤岡　廣子

連 絡 先

１,０００円（お茶代）
年間会費

西
大
和
学
園
の
み
な
さ
ん

王
寺
南
中
学
校
の
み
な
さ
ん
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か
　  

し
ま
　
な
な
　
　
せ

きれいな町を
次世代へつなげよう！

水と緑の町づくり町民運動

ご協力ありがとう
ございました

クリーンキャンペーン

　

河
川
愛
護
月
間
の
７
月
11
日

（
土
）、町
内
の
河
川
全
域
に
わ
た
っ

て
、「
水
と
緑
の
町
づ
く
り
町
民
運

動
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
で
強
い
日
差
し
の

照
り
付
け
る
中
、
多
く
の
住
民
の

み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

大
和
川
・
葛
下
川
の
清
掃
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
の
７

月
10
日（
金
）、や
わ
ら
ぎ
会
館
で「
差

別
を
な
く
す
町
民
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

落
語
家
の
三
代
目
桂
春
蝶
さ
ん
に

『
明
日
あ
る
君
へ
〜
知
覧
特
攻
物
語

〜
』
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

戦
後
７０
年
の
節
目
に
、「
特
攻
」

を
題
材
と
し
て
、
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
「
今
日
生
き
て
い
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
、
明
日
が
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
」
と
い
う
想
い
を
、
客

席
に
降
り
る
ほ
ど
の
熱
演
と
落
語
な

ら
で
は
の
笑
い
に
包
ん
だ
語
り
口
で

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
王
寺
町
人
権
教
育
推

進
協
議
会
の
川
辺
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
笑

い
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
「
命
が
あ

る
事
と
明
日
と
い
う
日
が
あ
る
」

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
知
っ

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
「
差
別
を
な
く
す
強

調
月
間
」
の
取
組
の
一

環
と
し
て
、
町
内
の
小

中
学
校
が
参
加
し
た
県

主
催
の
「
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
募
集
」
で
王
寺

南
小
学
校
６
年
生
の
鹿

島
七
星
さ
ん
の
作
品

が
、
優
秀
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

優
秀
作
品
は
、
奈
良
県
人
権
施
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
掲
載
期
間  

平
成
２８
年
６
月
末
ま
で

　

海
に
面
し
て
い
な
い
奈
良
県
で

は
、
身
近
な
自
然
空
間
で
あ
る
河

川
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
町
内
を

流
れ
る
大
和
川
や
葛
下
川
、
こ
れ

ら
を
育
み
、
次
世
代
へ
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
、
河
川
愛
護
の
意
識

を
持
っ
て
、
安
全
で
快
適
な
河
川

空
間
を
保
て
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
11
月
８
日（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

▲ごみがたまる場所があるようです

▲暑い中をおつかれさまでした ▲空き缶もたくさんありました

▲町長と歓談される春蝶さん

▲講演中の桂春蝶さん

▲受賞作品

差
別
を
な
く
す
強
調
月
間『
町
民
集
会
』を
開
催

王
寺
南
小
学
校
６
年 

鹿
島
七
星
さ
ん
の
作
品
が

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

http://w
w
w
.pref.nara.jp/16

5
7.htm
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王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に
有効に活用いたします。

ご寄附いただき ありがとうございました

善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　 　　  ………… 5,000円

◎奈良中央信用金庫
　　　   王寺支店様 から
　 　   …………15,000円

▲赤い羽根共同募金
▲サロン活動のイベント
「子ども落語」の様子

地域福祉の中核的団体
王
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

支
え
合
い
、
助
け
合
え
る
地
域
福
祉
を
め
ざ
し
て

　

王
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
す
べ
て
の

人
が
自
立
し
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築

く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し
て
地
域

の
方
々
が
支
え
合
い
、
助
け
合
え
る
地
域

福
祉
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、

〝
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
〞
地
域

福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

社会福祉まつり
地域住民と高齢者、障がい者
（児）が交流を図り、住民相互が
支え合う地域づくりの推進と福
祉活動参加への意識高揚を目
的に、毎年開催しています。

車いすの貸出し
町内に在住の方で、歩行が困難
な方に限り１か月以内で車いす
を貸し出しています。

心配ごと相談所
みなさんの心配ごと（人権・行
政・福祉・家族等）を解消するた
め、「心配ごと相談所」を開設し
ています。

権利擁護事業
判断能力が不十分な為、日常生
活に困っている方に対して、自立し
た地域生活が安心して送れるよう
に、福祉サービスの利用援助、日
常的な金銭管理や書類等の預
かりサービスを行っています。

介護予防・認知症
予防活動等
偶数月の第３火曜日に、文化福
祉センターで「介護・認知症予防
相談」を行っています。また、サロ
ン活動や入浴施設等の利用促
進を通じて、高齢者の方々の外
出を促し、要介護・認知症の予
防に努めています。

赤い羽根共同募金
（10月1日～）

全国一斉に展開されてい
る赤い羽根共同募金運動
で、福祉事業などに活用し
ています。
平成26年度募金実績

1,426,734円

歳末たすけあい募金（１２月）
共同募金運動の一環と
して、新たな年を迎える
時期に支援を必要とし
ている人々が安心して暮
らすことができるよう実
施している募金です。
平成26年度募金実績

440,570円

春、のどかな集い
ひとり暮らしの高齢者の方
を招待し、昼食やカラオケ
など楽しい時間を過ごして
いただいています。

備品貸出し
綿菓子機・ポップコーン
機・タコ焼き機などを自
治会・子ども会行事に貸
出すことで、地域活動活
性化の手助けを行ってい
ます。

そ
の
他
の
活
動

　

善
意
銀
行
の
運
営
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
、
や

わ
ら
ぎ
金
庫
貸
付
、
各
種
団
体
の
育
成
強
化
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
並
び
に
「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」・「
片
岡
の
家
」
受
託
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
地
域
福
祉
事
業
〜
サ
ロ
ン
活
動
〜

　
「
王
寺
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
」、「
片
岡
の
家
」

及
び
「
み
そ
の
自
治
会
館
」
に
お
い
て
、
サ
ロ
ン

活
動
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
定
期
的
に
外
出
し
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
、
時
に
は
映
画
鑑
賞
、
手

品
や
子
ど
も
落
語
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
交

え
た
地
域
住
民
の
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
多
く
の
方
に
、
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
催
箇
所
の
拡
充
に
努
め
て

い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
『
住
民
総
参
加
の
社
協
』
の
実
現

に
向
け
、
先
に
紹
介
し
ま
し
た
事

業
は
、
自
治
会
は
じ
め
住
民
の
み

な
さ
ま
や
事
業
所
の
方
々
か
ら
協

力
い
た
だ
く
〝
社
協
会
費
〞
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

貸借対照表 平成２7年３月３１日現在（単位：円）

資産の部 負債の部

純資産の部

流  動  資  産

固  定  資  産
基 本 金

基 金

次期繰越活動収支差額

純 資 産 の 部 計

負債及び純資産の部合計

20,100,000

15,006,139

26,159,637

61,265,776

61,950,610

流 動 負 債

負 債 の 部 計

684,834

684,834

資産の部合計

26,844,470

35,106,140

61,950,610
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ご
存
知
で
し
た
か
？

お問い合わせは、福祉介護課　福祉係（内線１３7～１40）

　
『
や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
』
を
お
持
ち
の
方
の
外
出
を
支
援
し
、
健
康
を

高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
の
４
月
か
ら
、
り
ー
べ
る
王
寺
東
館

の
２３
店
舗
、
信
貴
山
観
光
ホ
テ
ル
、
虹
の
湯 

西
大
和
店
、
ピ
ザ
ポ
ケ
ッ

ト 

王
寺
店
で
や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
手
帳
を
提
示
す
る

と
割
引
等
の
優
待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
優
待
参
加
事
業
所
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
店

舗
で
は
プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
プ
レ
ー
ト
の
あ
る
店

舗
を
ご
利
用
の
際
は
、
や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
記
載
の
あ
る
プ
レ
ー
ト
の
掲
示
店

舗
で
は
、
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
の
方
に
も
割
引
等
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

参
加
店
舗
、
割
引
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
王
伸
４
月
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
王
寺
都
市
開
発
株
式
会
社
　
役
員
名
簿

　
（
平
成
27
年
６
月
30
日
現
在
）

代
表
取
締
役 

平
井　

康
之
（
町
長
）

非
常
勤
取
締
役 

平
岡　

秀
隆
（
副
町
長
）

非
常
勤
取
締
役 

中
野　
　

衛
（
総
務
部
長
）

非
常
勤
取
締
役 

保
井　

芳
昭
（
株
主
）

非
常
勤
取
締
役 

岡
嶋　

康
男
（
株
主
）

非
常
勤
監
査
役 

中
川　

政
明
（
株
主
）

非
常
勤
監
査
役 

吉
川　

孝
文
（
株
主
）

○
王
寺
地
域
振
興
株
式
会
社
　
役
員
名
簿

　
　
（
平
成
27
年
６
月
30
日
現
在
）

代
表
取
締
役 

平
井　

康
之
（
町
長
）

非
常
勤
取
締
役 

平
岡　

秀
隆
（
副
町
長
）

非
常
勤
取
締
役 

中
野　
　

衛
（
総
務
部
長
）

非
常
勤
取
締
役 

井
関　
　

勇（
地
域
整
備
部
長
）

常
勤
監
査
役 

菊
川　

信
子（
税
理
士
）

常
勤
監
査
役 

大
西　

偉
之
（
自
治
会
長
）

非
常
勤
監
査
役 

竹
川　

雅
敏
（
会
計
管
理
者
）

　

王
寺
町
が
出
資
し
て
い
る
王
寺

都
市
開
発
株
式
会
社
及
び
王
寺
地

域
振
興
株
式
会
社
の
定
時
株
主
総

会
が
6
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
両

社
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
両
社
と
も
昨
年
に
引

き
続
き
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、

継
続
的
に
安
定
経
営
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
今
回
の
総
会
で
取
締
役
や

監
査
役
の
選
任
を
行
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
度
の
運
営
体
制
に
つ
い

て
も
、
両
社
と
も
引
き
続
き
平
井

康
之
町
長
が
代
表
取
締
役
と
し
て

運
営
を
行
な
う
旨
、
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
社
の
役
員
は
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
安
全
か
つ
順
調
な

経
営
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
出

資
者
よ
り
町
関
係
者
や
地
権
者
、

並
び
に
地
域
住
民
が
役
員
に
就
任

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
王
寺
町
、
各
商
店
主
の

方
々
、
商
店
会
等
と
協
力
し
、
リ
ー

ベ
ル
王
寺
の
繁
栄
を
め
ざ
し
創
意

工
夫
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

公
益
性
と
収
益
性
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
安
定
経
営
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。

貸借対照表 平成27年3月31日現在

貸借対照表 平成27年3月31日現在

(単位：百万円)

(単位：百万円)(単位：百万円)

資産の部

現金・預金等 未払金等

資本金(※)

※主要株主 王 寺 町
中小企業基盤
整備機構

剰余金
4,071
－1

固定資産

計 計

1,043 40
3,067

4,110 4,110
2,160
1,900

負債の部

純資産の部

資産の部

現金・預金等 未払金等
長期借入金
預り金敷金等

資本金(※)

※主要株主 王寺町

剰余金
22
389

固定資産

計 計

590 196
3,069

3,659 3,659

1,326
1,726

10

負債の部

純資産の部

損益計算書 平成26年4月1日～平成27年3月31日

損益計算書 平成26年4月1日～平成27年3月31日

(単位：百万円)
支  出

委託料
役員報酬
支払報酬
水光熱費

コージェネレーション
家賃
その他

減価償却費
管理費
その他
税金
(内固定資産税)

駐車場

計 計

30
1
2

154

187
12
2

70
46
9
47

（32）

166

359 367

収  入

支  出
委託料
支払報酬
減価償却費
管理費

管理委託費
その他

当期純利益

営業外収入
賃借料等
その他
税金
(内固定資産税)
営業外費用

家賃

計 計

146
3
55
7

146
38
4

103
11
54

（26）
14

255

393 443

50

当期純利益 8

収  入

　役員報酬は常勤監査役(月額3万円)に、支払報酬は公認会
計士等に対するものです。
　なお、役場職員は無報酬です。

王
寺
都
市
開
発
株
式
会
社

王
寺
地
域
振
興
株
式
会
社

プ
レ
ー
ト
掲
示
店
舗
で
、

や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
を
見
せ
る
と
、
お
得
な
特
典
！

王
寺
都
市
開
発
株
式
会
社
及
び
王
寺
地
域
振
興
株
式
会
社
の
経
営
状
況
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今
年
の
１０
月
か
ら
、み
な
さ
ま
に

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞が
通
知
さ
れ
ま
す

　

国
民
一
人
一
人
が
持
つ
１２
桁
の
個

人
番
号
の
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
漏
え
い
し
、
不
正
に
使
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い

て
、
生
涯
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
？

　

本
年
１０
月
か
ら
、
住
民
票
の
住
所

に
世
帯
単
位
で
通
知
カ
ー
ド
が
送
ら

れ
ま
す
。
通
知
を
お
受
け
取
り
い
た

だ
く
た
め
、
今
の
お
住
ま
い
と
住
民

票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
、
お
住
ま

い
の
住
所
地
に
住
民
票
の
異
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
通
知
さ
れ
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話
番
号

　

0
5
7
0
ー

2
0
ー

0
1
7
8

  

（
外
国
語
は

　

0
5
7
0
ー

2
0
ー

0
2
9
1
）

開
設
時
間

　

平
日
9
時
30
分
〜
17
時
30
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
最
新
情

　

報
は
、「
内
閣
官
房　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

　

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

平成25年5月に「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律（通称：番号法）」が成立し、社会保障・税番号制度（以下、番号制度）が導入
されることになりました。

行政機関や地方公共団体などで、
様々な情報の照合、転記、入力な
どに要している時間や労力が大幅
に削減されます。複数の業務の間
で連携が進み、手続きが正確でス
ムーズになります。

添付書類の削減など、行政手続が
簡素化され、国民の負担が軽減し
ます。行政機関が持っている自分
の情報の確認や、行政機関から
様々なサービスのお知らせを受け
取ることも可能になります。

所得や他の行政サービスの受給
状況を把握しやすくなり、負担を不
当に免れたり、給付を不正に受け
たりすることを防止するほか、本当
に困っている人にきめ細かな支援
を行えるようになります。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
連
携
で

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
よ
い
暮
ら
し
へ

行政の効率化 国民の利便性の向上

公平・公正な社会の実現

マイナンバーは
一生使うもの。
大切にね！

マイナンバー　今後のスケジュール

地方公共団体等も
含めた、情報連携
を開始

システムへの接続制限

各機関で情報連携を行う際
は、接続できる人を制限。通
信の暗号化も行います。

個人情報は分散管理

個人情報を一元管理しない
ことで、芋づる式の情報漏
えいを防ぎます。

成りすまし防止

行政手続などで、マイナンバ
ーのみの本人確認は行いま
せん。

罰則の強化

マイナンバーの漏えいや目
的外の収集には刑事罰が科
せられる場合があります。

特定個人情報保護評価

各機関がマイナンバーのシ
ステム開発や改修を行う前
に、実施します。

アクセス記録の確認

自宅のパソコンで自分の個
人情報にアクセスした行政
機関を確認できます。

第三者機関の設立

制度の運用を厳しく監視す
る、特定個人情報保護委員
会が設立されました。

平成29年7月～

国の行政機関の間で、
情報連携を開始

平成29年1月～
社会保障・税・災害対策
の手続きで、マイナンバー
の利用が開始
申請者（希望者）に、
個人番号カードを交付

平成28年1月～

マイナンバーの通知
を住民票の住所へ
送付開始

平成27年10月～

情報セキュリティを高める
安心・安全な仕組みづくり
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い
ま 

な
が 

た
い  

が

あ
ら 

も
と 

か
ず 

な
り

　

子
ど
も
の
話
を
面
倒
が
ら
ず

　

に
聞
き
、
先
取
り
し
な
い
で
。

✿
子
ど
も
の
や
り
た
い
こ
と
を
、

　

親
も
一
緒
に
や
っ
て
み
る
。

　
「
面
白
い
こ
と
考
え
つ
い
た

　

ね
」「
も
う
少
し
だ
ね
」
な

　

ど
と
、
褒
め
た
り
励
ま
し
た

　

り
、
一
緒
に
苦
心
し
て
「
で

　

き
た
！
」
と
い
う
喜
び
を
親

　

も
一
緒
に
。

✿
お
手
伝
い
を
喜
ん
で
で
き
る

　

よ
う
に
。

　

簡
単
な
こ
と
を
毎
日
続
け
ら

　

れ
る
よ
う
に
、
し
て
も
ら
っ

　

た
ら
「
あ
り
が
と
う
」
を
喜

　

ん
で
い
う
。

　

子
ど
も
は
う
れ
し
さ
を
知
り
、

人
の
行
為
を
喜
ん
で
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
小
さ
な
こ
と

に
も
喜
び
と
感
謝
の
心
が
持
て

る
人
に
育
ち
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
善
と
悪
の
判

断
の
き
ち
ん
と
で
き
る
人
間
に

な
る
よ
う
に
、
人
の
迷
惑
に
な

る
こ
と
は
き
っ
ち
り
教
え
、
我

慢
を
す
る
体
験
を
少
し
ず
つ
重

ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

親
と
子
の
愛
情
は
、
子
育
て

の
中
で
育
ち
ま
す
。
さ
り
げ
な

い
日
常
の
心
と
心
の
触
れ
合
い

が
、
愛
と
信
頼
を
生
み
ま
す
。

親
が
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
た
り
、

見
方
を
変
え
た
り
す
る
だ
け
で
、

子
ど
も
と
の
心
の
触
れ
合
い
が

で
き
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

✿
さ
り
げ
な
く
愛
情
を
伝
え
る
。

　
「
お
母
さ
ん
の
大
事
な
○
○

　

ち
ゃ
ん
だ
も
の
」
な
ど
と
言

　

い
な
が
ら
抱
き
し
め
る
。

✿
子
ど
も
の
心
を
く
み
取
る
。

　

子
ど
も
が
今
ど
う
し
た
い
と

　

思
っ
て
い
る
か
。
わ
が
ま
ま

　

か
、
甘
え
か
、
な
ど
愛
情
と

　

思
い
や
り
を
持
っ
て
。

✿
口
答
え
と
子
ど
も
の
心
の

　

言
葉
を
聞
き
分
け
る
。

　

親
の
押
し
付
け
に
気
付
い
た

　

ら
、
子
ど
も
の
意
見
も
聞
く
。

　王寺 町十二月は
「Hands-on すこやか
親子21」第 2 次王寺
町母子保健計画で立
ち上がった、住民メン
バー主体のボランティ
アグループの１つです。

「
王
寺
町
十
二
月
」の
コ
ラ
ム

楽
し
い
子
育
て

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
う     

じ    

ま
ち 

じ
ゅ
う  

に    

つ
き

　

６
月
５
日
か
ら
１６
日
ま
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト

で
行
わ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

王
寺
工
業
高
校
１
年
今
永
虎
雅
さ
ん
が
５７
キ
ロ
級
で
、
同
じ
く
１
年
の

荒
本
一
成
さ
ん
が
６３
キ
ロ
級
で
、そ
れ
ぞ
れ
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
い
ず
れ
も
地
元
選
手
に
判
定
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
に
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
６
月
２５
日（
木
）に
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
今
回
の
結
果
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

荒
本
さ
ん
‥
今
回
の
こ
と
は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
の
勢
い
で

　
　
　
　
　

ボ
ク
シ
ン
グ
を
続
け
て
い
き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
一
年
生

　
　
　
　
　

か
ら
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
。

今
永
さ
ん
‥
今
回
の
銀
メ
ダ
ル
に
満
足
せ
ず
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
結

　
　
　
　
　

果
が
出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

王
寺
工
業
高
校
２
選
手
が

　

ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
で
銀
メ
ダ
ル
！

▲ボクシングへの熱い思いを語ってくれました

▲町長と記念撮影をする荒本さん（右）と今永さん

＝心のふれあい＝
子どもの詩（5歳）

おかあちゃんが　よかったね　うれしいねって
あたまをなでてくれたとき　すごく　いいきもちだったよ
おかあちゃん　すごく　だいすきになっちゃった
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Ｎ

久度

新池

大和川

☆

卍達磨寺

中池
芦田池

政池

「大川口」井堰
天保７年大破

大正13年～　伏せ越し

　ル　ャ　サ　ン　ル　ャ　サ　ン　ル　ャ　サ　ンカ　チ　ー　ロ　カ　チ　ー　ロ　カ　チ　ー　ロ　
　

本
町
４
丁
目
に
泉
の
広
場
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
52
年
（
１
９

７
７
）
に
町
営
プ
ー
ル
が
で
き

る
ま
で
、
そ
こ
は
「
新
池
」
と

呼
ば
れ
る
た
め
池
で
し
た
。

久
度
の
田
を
潤
す
た
め
池

　

新
池
は
、
江
戸
時
代
の
天
保

８
年
（
１
８
３
７
）
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た

か
と
い
う
と
、
久
度
の
田
ん
ぼ

を
潤
す
水
が
足
ら
な
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。

　

久
度
は
、
今
で
こ
そ
王
寺
駅

を
中
心
に
商
店
や
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
並
ぶ
地
域
で
す
が
、
明

治
23
年
（
１
８
９
０
）
に
鉄
道

が
敷
か
れ
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
田
ん
ぼ
で
し
た
。

　

長
ら
く
久
度
の
田
ん
ぼ
は
、

今
の
舟
戸
の
と
こ
ろ
に
「
大
川

口
」
と
呼
ば
れ
る
井
堰
を
設
け

て
大
和
川
の
水
で
も
っ
て
灌
漑

し
て
い
ま
し
た
。
雨
の
降
ら
な

い
日
が
続
く
と
大
和
川
の
水
位

が
下
が
り
、
井
堰
か
ら
水
が
引

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、

水
車
や
撥
釣
瓶
を
使
っ
て
水
を

揚
げ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
天
保
７
年
（
１
８

３
６
）
の
大
雨
で
「
大
川
口
」

の
井
堰
が
大
破
し
、
同
時
に
井

堰
か
ら
の
水
路
も
砂
で
埋
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
つ

く
ら
れ
た
の
が
新
池
で
す
。

葛
下
川
を
わ
た
る
水
路

　

新
池
は
、
久
度
か
ら
遠
く
離

れ
た
位
置
に
あ
り
ま
す
。
新
池

か
ら
の
水
は
、
ま
ず
葛
下
川
の

近
く
ま
で
東
に
向
か
っ
て
流
さ

れ
、
今
度
は
中
島
地
区
（
葛
下

3
・
4
丁
目
）
の
水
路
で
北
に

流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

達
磨
寺
の
東
側
の
水
路
を
経
な

が
ら
葛
下
川
を
わ
た
り
、
よ
う

や
く
久
度
の
地
域
に
た
ど
り
着

く
の
で
す
。
こ
の
間
の
距
離
は
、

実
に
２
㎞
近
く
に
も
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
久
度
に
水
を
運
ぶ

た
め
に
は
、
葛
下
川
を
わ
た
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
は
「
掛
け
樋
」
と

い
っ
て
、
水
専
用
の
い
わ
ば
水

路
の
橋
が
つ
く
ら
れ
て
川
を
越

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
掛

け
樋
」
は
木
造
で
、
大
雨
の
た

び
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

大
正
13
年（
１
９
２
４
）に
は「
伏

せ
越
し
」
と
い
っ
て
、
土
管
で

葛
下
川
の
下
を
く
ぐ
る
も
の
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
池
の
水
が
久
度
に
運
ば
れ

る
ま
で
に
も
、
ま
わ
り
に
た
く

さ
ん
の
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
水
不

足
の
と
き
は
久
度
以
外
の
地
域

に
も
水
を
分
け
る
な
ど
し
て
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
ま
し
た
。

遠
路
は
る
ば
る
水
の
旅

〜
久
度
の
た
め
池
「
新
池
」
〜

第27回

   思いつくまま、
歴史の旅し

ん 

い
け

う
る
お

て
ん 

ぽ
う

か
ん 

が
い

か

ひ

ふ

こ

ど
　
か
ん

み
ず
ぐ
る
ま

は
ね 

つ
る
　
べ

あ

い  

せ
き

▲昭和40年頃の新池

▲現在の泉の広場
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

8月

3

10

17

4

11

18

25
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12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

火 水 木 金 土日 月
9月

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

火 水 木 金 土日 月 開館時間

お問い合わせ

携帯版23
30
24
31

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（6月末現在）

　小牧基地にある航空
機動衛生隊。大型輸送
機に積み込まれた“空
飛ぶICU”を使って、緊
急を要する患者を遠隔
地の医療機関へ送り込
む。医療チームと輸送機
の機長が連携プレーで、
預かった命を守る！

　働き方、年金、保険、住
まい、相続…。定年前後
に迷いやすい４０のテー
マを取り上げ、「どっちが
お得？」という視点でま
とめた本。どっちがお得
か断定できないケースで
は、メリット・デメリットを
明示する。

『天空の救命室』 
　　　　　　　　   　  福田和代：著

『ぼくのたからもの』
　　　　　　　　　　　鈴木まもる：著

『モンローが死んだ日』 小池真理子：著
『風の如く  久坂玄瑞篇』 富樫倫太郎：著
『兄と弟、あるいは書物と燃える石』
 長野まゆみ：著
『ライオンの歌が聞こえる』 東川篤哉：著
『キングレオの冒険』 円居挽：著
『黄金の時』 堂場瞬一：著
『啓火心』 日明恩：著
『路地裏人生論』 平川克美：著
『ドクター・スリープ上・下』 スティーヴン・キング：著

『どっちがお得？定年後のお金』
 畠中雅子：他著

　フランシスコ・ザビ
エル、ウィリアム・アダ
ムス 、マシュー・ペ
リー…。彼らは何を
見、何に驚き、何を考
えたのか? 戦国から
明治までに来日した
外国人が記した、日
本に関する資料を読み解く。

『異人たちが見た日本史』 
　　　　　　　　　 　内藤孝宏：著

『あなたは、今の仕事をするためだけに
 生まれてきたのですか』
　　　　　　　　　　　伊藤真：他著
『誰かに話したくなる珍名いきもの１２４』
　　　　　　　　　  北嶋廣敏：編著
『インサイド・ザ・ストーン』
  　　　　　　　　　　山田英春：著

『しいたけブラザーズ』
　　　   　　　　　　  藤本美郷：著

　夏休み、担任の堤
先生から信じられない
話を聞いた。先生が５
年生のときの仲良し３
人組と、ぼくたち３人
組がシンクロしている
というのだ。先生は、
ぼくたちに先生たちと
同じ運命をたどらせたくないらしくて…。

　水問題の現場、学
校での水の授業、中
国の水不足と節水
教育、水のルール…。
水問題を専門とする
ジャーナリストが、自
身の活動を紹介し
ながら、将来の水を
守る方法を考える。

　小学１年生のジュン
の家に、メジロが巣を
作った。鳥の巣も丸い
し、かあさんのおなか
も丸い。中に赤ちゃん
が入っているのもおん
なじだ。おどろかさない
ように、毎日観察していると、やがてヒナ
がうまれ、ジュンにも妹が…。

『ツクツクボウシの鳴くころに』　　
 　　　　 　　　堤しゅんぺい：作

『100年後の水を守る』　　　　　
　　　　　　　　　　 橋本淳司：著

『最高知「古典」に学ぶ、成功の戦略』
　　　　　　　　　　　江上剛：著

『ニュースの大問題！』　  池上彰：著

『ホームメイドアイスバー』
　　　　　　　　　　　  荻田尚子：著

『赤ちゃんからはじまる便秘問題』
　　　　　　　　　　 中野美和子：著

　５月から月１回、白鳳短期大学こども教育専攻１回
生のみなさんによるおはなし会を開催しています。

戦争について考えよう

鉄道の世界を楽しもう

図書館 『今月の特集』 コーナー図書館 『今月の特集』 コーナー

図書館の
イベント

ぴよぴよ(１・２歳以上向け)
9月 1日（火）10：30～

にこにこ(3歳以上向け)
9月 6日（日）14：00～

おはなしふれあいタイム
8月 29日（土）14：00～
腹話術
8月 30日（日）14：00～

にこにこ(3歳以上向け)
8月 16日（日）14：00～

読み聞かせ

イベント

きらきら(6歳以上向け)
8月 23日（日）14：00～

「おはなしふれあいタイム」を開催！
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田
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夢
に
見
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で
飛
ば
す
宇
宙
旅

宮
町
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り
子

風
に
乗
り
薄
着
で
や
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て
来
た
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小
林
　
和
幸

夫
婦
仲
冷
暖
房
を
繰
り
返
す秋

山
喜
太
郎

お
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と
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で
生
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て
来
た
の
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眼
が
き
れ
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内
　
敏
雄

人
生
の
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知

　
井
仲
　
泰
生
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呼
吸
に
押
さ
れ
て
ド
ア
を
ノ
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す
る

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

奈
良
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
よ
り

　

６
月
３０
日（
火
）に
、
奈
良
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
理
事
長
の
若
林
逸
子
様
が
来
庁
さ
れ
、
２
台

の
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
台
の
車
椅
子
は
、
王
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
無
料
貸
出
用
と
し
て
王
寺
町
内
で
車
椅
子
が
必
要
に

な
っ
た
方
に
、
大
切
に
貸
出
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

1

2

3

4
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王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

雪丸NOW! 現在の寄付金額
￥1,036,698

明神山に亀の瀬viewパネルが！

～王寺町公式Ｆａｃｅ bｏｏｋページ
「雪丸おさんぽタイムfrom王寺町」より～

　このコーナーでは、インターネット上で公開している王寺町公式Ｆacebook
ページ「雪丸おさんぽタイムfrom王寺町」に投稿された記事の中から、みな
さんに知ってほしいオススメ情報をピックアップし、お伝えします！

Ｆacebookページもぜひご覧ください！（アドレス：https://www.facebook.com/yukimaru11）

(Ú ω`)/群馬県にも達磨寺が！
9月20日に開催される「達磨寺シンポジウム」の関係で、平
井町長が、群馬県高崎市にある少林山達磨寺を表敬訪問
されました！

少林山達磨寺は「高崎だるま」で有名なお寺で、１月に行わ
れる「だるま市」は2日間でなんと20万人も参拝に来られる
んですよ～(́ ω`U)/ｽｯｺ ｲ゙同じ達磨寺という名前でも、ところ
違えばずいぶんと違うん
ですね～(Ú ω`)ｳﾝｳﾝ、勉
強になります。。。

　国土交通省大和川河川事務所は、亀の瀬地すべり
対策として、昭和35年から調査を開始し、平成23年
３月に地すべりを防止するための主な対策工事が完
了しました。
　７月上旬に大和川河川事務所が明神山から亀の瀬
が一望できる場所に「亀の瀬地区地すべり対策」の概
要がわかるパネルを設置しました。

達磨寺方丈修復プロジェクトへのご寄付ありがとうご
ざいます！

また、役場窓口をはじめ、町
内公共施設にも募金箱
を設置しております。
みなさん、ご協力をお願いし
ます。

ナ　　ウ

（6月24日投稿分より）

クラウドファンディング64件
郵便払込他40件

（７月21日現在）

ビュー
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　７月１０日（金）に王寺小学校で行
われた、「あいさつ＋１（プラスわん）
運動」の一コマです。子どもたちが元
気にあいさつする姿は、周りの多くの
人に活力を与えます。
　この運動をきっかけに王寺町に
多くの「あいさつの輪」が広がってゆ
くことでしょう。
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王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 
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王
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■今月の表紙

のうごき 平成27年6月30日現在（前月比）
人口 23,388人（+35） 男 11,123人（+24） 女 12,265人（+11） 世帯数 9,834世帯（+16）

　こんにちは、王伸担当のコウちゃんです！
夏真っ盛りの今日この頃、みなさんお元気ですか？コウちゃんは、連日
の猛暑のせいで、少し夏バテ気味です。
　しかし、暑さに負けずに健康に夏を楽しみたい！その為に、食事を
しっかりととり、運動をすることを心がけています。
　そうそう、健康といえば今月の王伸3ページでも紹介しましたが、王
寺町では、体力の向上と生活習慣の改善を目的とし、各子ども会で、夏
のラジオ体操を行っています。どなたでも参加できますので、みなさ
ん、この夏はラジオ体操で元気ハツラツになりましょう！

蔵之介ちゃん（10か月）
くら　の　すけ

康乃介ちゃん（3歳）
こう　の　すけ

▲

兄弟仲良く元気に育ってね♡

結花ちゃん（11か月）
ゆい か
▲

すくすく元気に育ってね☆
明澄ちゃん（11か月）
あす　み
▲

いつも笑顔をありがとう
泰地ちゃん（11か月）
たい  ち

悠花ちゃん（4歳）
はる　か

▲

兄弟仲良く元気に育ってね♡

千鶴ちゃん（11か月）
ち　づる
▲

いつもニコニコ元気に育ってね
塔也ちゃん（11か月）
とう   や
▲

やんちゃなとうやくん
これからもよろしくね

駿ちゃん（11か月）
かける
▲

かける～～
彩芽ちゃん（11か月）
あや  め
▲

すくすく元気に育ってね

彩夏ちゃん（11か月）
あや　か

崇人ちゃん（2歳）
たか ひと

▲

家族４人、いつも仲良く
笑顔で過ごそうね♡

仙ちゃん（11か月）
せん
▲

いつも笑顔いっぱいの
仙が大好きだよ♡

唯花ちゃん（11か月）
ゆい  か
▲

いつも笑顔の心優しい子に
育ってね♡

咲陽斗ちゃん（11か月）
さ　 や　 と
▲

一緒に歩いたりお話しできる
日が楽しみだよ

あかりちゃん（11か月）
▲

これからも元気に
スクスク育ってね

和麻ちゃん（10か月）
かず　ま
▲

大好き！ずーちゃん！！
翔太ちゃん（11か月）
しょう た
▲

元気でたくましい子に
育ってね♪

有輝ちゃん（11か月）
ゆう  き

結衣ちゃん（6歳）
ゆ　 い

▲

お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってね！

芽生ちゃん（11か月）
め　 い
▲

色々な事が出来る様になったよ！
日々成長中


